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NVMeベースの並列スケールアウトNAS
WekaIO Matrix
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サーバ・ストレージ クラウド

高パフォーマンスの共有ストレージを実現

TCOの削減
データの階層化管理が可能

Hybrid IT
バースティング時のクラウド活用

超高性能なパフォーマンス
パフォーマンスとスケーラビリティ



高いパフォーマンスとスケーラビリティ
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高帯域幅での効率の良い性能 低レイテンシー
細かいファイルのやり取り

においても性能を担保

最大NFSの7倍の性能を実現

Apollo 6500 + Resnet50と組み合
わせたソリューションで4万枚/秒の
画像処理を可能に。

NVMeを有効活用することで低レ
イテンシーを実現

SSDsに最適なドライバーの実装

細かいファイルのやり取りのボト
ルネックを排除したメタデータの配
布と低レイテンシー

Confidential |  NDA Required

次世代のストレージ・ディマンドに対応

*https://www.weka.io/wp-content/uploads/2018/03/AI-Use-Case-W01UC201803.pdf 
**http://dlpg.labs.hpe.com/ 



Hybrid IT：バースティング時のクラウド活用
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まとまったデータの共有 災害対策 柔軟な拡張

オンプレ - クライド間の一貫した
データのやり取りを実現

クライドとオンプレの同期を簡単に
実現

バックアップデータをS3及びクラ
ウドに保管することが可能

スナップショットの活用により、柔
軟なリカバリーを実現

8ノード構成で安価にスモールス
タートさせることが可能

クラウドからオンプレへのマイグ
レーションも可能
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場所を選ばない、柔軟性と可用性を提供



TCOの削減： データの階層化が可能
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データの階層化 データの保護 拡張性 インフラの最小化

ストレージ構成の最適化

NFS, SMB, HDFS, and 
S3との接続性を担保

容量と性能の拡張を簡
単に実現

コールドデータをオフロー
ドさせることでGB単価を
安く提供

ポリシー管理をベースとし
た自動での階層化管理

様々な要因からのデータ
保護をサーバの観点か
ら実現
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コールドデータをオフロード



WekaIO並列ファイルシステムの仕組み
柔軟な構成方法と、クラウドへの拡張性
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• シングルネームスペース
での管理可能

• ノードの使い方は3通り
 FSクライアント
 FS サーバー
 その両方

イーサネット / インフィニバンド

*Roadmap to HPE DMF Integration

Apollo2000/DL360をストレー

ジサーバーとして構成すること
も可能



XFS
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HPC & AI | Data Management
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HPC – AI – Machine Learning Cluster

High-Performance Storage

Lustre

HPE Data Management Framework

• Metadata management & data provenance
• Policy-based data migration with job scheduler integration
• Data protection, repair and disaster recovery

Tape
Zero 
Watt 
Storage

Object 
Storage 
& Cloud

Software

Defined

Storage

Tier Zero



WekaIO のアーキテクチャ
Technical Overview
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WekaIO Matrix FSの構成

• フラッシュに最適化されたファイ
ルシステムで、高帯域及び低レ
イテンシーを実現

• 億単位のファイルとEBの容量を
管理することが可能な分散メタ
データのアーキテクチャ

• 特許取得のデータ冗長化と迅
速な復旧、高い容量効率

• スナップショット/レプリケーショ
ンでのデータ保護

• S3と連携した階層化管理を実
現させることが可能

分散メタデータ

スナップショット・オブジェクトス
トレージへのレプリーケション

HSM

暗号化

マルチプロトコル –
S3, SMB, HDFS, NFS

N+4の保護レベル

最適化されたネットワーク
(IB,Ethernet)

POSIX ファイルシステム

アプリケーション 仮想マシン

チェックサムによる不整合検知



WekaIOのアーキテクチャ

– 標準的なプロトコルとし
て、SMB、NFS、HDFS、
REST(S3)をサポート。
これらのプロトコルのサ
ポートはWekaIOの
kernel moduleとして実
装されている。

– クライアントにWeka 
VFSドライバを用いるこ
とでPOSIXファイルシス
テム準拠のAPIと高い
パフォーマンスを提供。
(MatrixFS)



WekaIO Matrix Distributed Data Protection (MatrixDDP)
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イレージャーコーディングの冗長性と柔軟性をそのままに、計算負荷を低減を実現

• N+2またはN+4の保護レベルを選択可能
• ストライプサイズは4~16に任意に選択可能(ただし、ノード障害の許容の範囲)
• スループットへの影響がほとんど無い
• 障害時に数分程度で一つ下の保護レベルに復帰する
• リビルドに割り当てるバンド幅を任意に変更可能
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End-to-End Data Protection(EEDP)

• データ書き込み時にチェックサムを計算し、書き込み後にverifyを行う。不整合が検出され
た場合、そのデータはコミットされない。

• チェックサムを保存し、読み出し時に整合性を再度チェックする。
• ジャーナリングファイルシステムを採用しており、停電時にfsckが不要。

Automated Data Rebalancing

クラスタノードの平均容量を大きく超えているノードは、データの再分配により自動的にリバラ
ンスされる。

Full end-to-end encryption

• 高い暗号強度 (XTS-AES 512bit keyをサポート)
• KMIPS準拠のキーマネージメントシステムをサポート
• ファイルシステム単位で暗号化ポリシーを設定可能
• クライアントからオブジェクトストレージに至るまで、end-to-endの暗号化



スナップショット ＆ クラウドへの連携
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S3

スナップショットをクラウドへ

定期的にスナップショットを取得し、オブジェクトストレージへレプリケーション可能
オンプレとクラウドで共通したネームスペースを使用

オンプレ環境の
サーバ・ストレージ



階層化管理
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階層化のポリシー
• ファイルシステム単位
• ファイル更新からの経過時間
• 暗号化の設定が可能



管理を容易にするGUIとCLIの管理ツール(Trinity)を提供
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サーバ・
クラスター

パフォーマンス
(IOPS)

データ保護
DATA PROTECTION

スループット管理

サーバの詳細

オブジェクト
ストレージ



WekaIO Limitation
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最大1024個のファイルシステム

最大6.4兆個 (T) ファイル/ディレクトリをサポート

最大8EBの容量保管を実現（SSD上は512PBまで）

1ディレクトリ当たり、6.4億個のファイルを格納可能

ラージファイルは4PBまでをサポート

Tiering先は8個



Licensing
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Hyperconverged Licensing

Base license

ノードをクラスターに参加させるには、各ノードにノードロックライセンスが必要。標準で2CPUコアまで
使用可能なライセンス、計算ノードや、Matrix server licenseと組み合わせてobject storage S/Wと併
用する場合に使用される。

MatrixEP(Extreme performance) license

2コア以上を使用したい場合、MatrixEP licenseを導入する事でCPUコア数の制限がなくなります。

Matrix server license

階層化を行う場合に必要となるライセンスで、object storageに保存されたデータ量[TB](storageの容
量ではない)で課金されます。
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サポート体制



英語での問合せ受付

の



のサポートページ



日本語での問合せ受付

オンサイトサービス

日本語





と 分野でよく使われる を比較した。 は基本は を使うが、 を使うものも増えてきている。特
に 分野においては を用いた が多い。



テスト環境

計算サーバ 筐体

サーバ

ストレージサーバ 筐体

サーバ
サーバ



は と比較し非常に速い。 で約 倍、 は約 倍速い。 に差は無かった。
はクライアント ノード プロセスでの実行に対し、 ではクライアント ノード プロセスで実行してい

る。 は 、 の結果を示している。



と比較し は の方が 倍速い。 は 倍 が速い。
はクライアント ノード プロセスでの実行に対し、 ではクライアント ノード プロセスで実行してい

る。 は のファイルシステムに対し、 は のファイルシステムであ
ることを考慮すると、十分な性能である。



ノード における 別 の結果から、細かいファイルサイズにおいても は性能が出せるこ
とがわかる。 における は が 以下で遅すぎたため、測定を中断した

は なファイルシステムではあるが、 においては優位性が認められる。



まとめ

なファイルシステム
においても においても、 なファイルシステム

ランダムアクセスであれば と言って差し支えない

少ない本数 でも性能が出せる
では大規模 ファイルシステム に対して、 が

で性能を上回った

使い勝手がよい
特にチューニング無しで良い性能がでる
今回のベンチマークではチューニグしていない

は の数などのチューニングが必須



製品情報



における の構成
容量に最適化された安価な 単価を提供

タイプ ノード数
容量 ユーザ容量

エントリー

ミッドレン
ジ

ハイエンド

エントリー ミッドレン
ジ

ハイエンド



における の構成
パフォーマンスに最適なモデル

タイプ ノード数
容量 ユーザ容量

エントリー

ミッドレン
ジ

ハイエンド

エントリー ミッドレン
ジ

ハイエンド
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https://psnow.ext.hpe.com/#/tiles/search/search?from=dashboard&t=wekaio
https://www.weka.io/wp-content/uploads/2018/03/Matrix-DS-HPE-W01r7DS201803.pdf
https://www.hpe.com/us/en/product-catalog/detail/pip.weakaio-matrix.1010676546.html
https://www.weka.io/solutions/hpe/
https://www.weka.io/wp-content/uploads/2019/07/Architectural_WhitePaper-W02r3WP201812.pdf
https://www.weka.io/press-releases/wekaio-updates-file-system-with-advanced-security-features-for-multi-user-enterprise-hpc/


Thank You
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